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農業のイメージ
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一般に「農業」と聞いて思い浮かべるイメージは・・・

労働・収入面は厳しいかも知れないけど
牧歌的、生命を育む、自然に親しむ、地方の良さ・・・
など

まず「危険！」と思う人はあまりいない、ところが

実際には農業は死亡率の高い、大変危険
な産業なのです
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Ⅰ農作業事故は、あなただけではなく、家族や地域にダメージ
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Ⅰ農作業事故は、あなただけではなく、家族や地域にダメージ（続き）
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Ⅱ 農作業事故は、あなたの身近に迫っている！
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Ⅱ 農作業事故は、あなたの身近に迫っている！（続き）
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Ⅲ 乗用型トラクターでは、このような事故が発生しています
全て実例です

乗用型トラクターの転落事故

緩い下り坂で直角のカーブを左
折時にブレーキを踏んだところ、左
右独立のブレーキペダルを連結し
ていなかったので、片ブレーキに
なって急旋回し水田に転落した。

シートベルトを装着していなかっ
たので法面で投げ出されて重傷
を負ったが、安全フレームを使用し
ていたのでトラクターの下敷きに
はならずにすんだ。
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Ⅲ 乗用型トラクターでは、このような事故が発生しています（続き）

乗用型トラクターの転倒事故

水田から道路へ出る時、ロータ
リーを上げた重心が高い状況で、
高速で傾斜路に進入したため、
前輪が持ち上がった。

あわててブレーキ（片ブレーキ
のまま）を踏んだところ、乗用型ト
ラクターが左へ急旋回して横転
し、シートベルトを装着していな
かったので投げ出されて重傷を
負った。
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事故付近現場⾒取り図

推定追突位置付近から
の⾵景

（⾚い四⾓部分がタイ
ヤ痕等の位置）

Ⅲ 乗用型トラクターでは、このような事故が発生しています（続き）

日没の約30分後、ブロード
キャスタを装着したトラクター
（26PS、2柱式安全フレーム仕
様）で帰宅していた。

乗用型トラクターの被追突事故

国道の左側車線を走行中、
乗用車に追突され、道路外に
押し出されて側溝に転落。
被災者はトラクターから投げ
出され、全身を強く打ち死亡。

投げ出されていることから、
シートベルトを装着していな
かったとみられる。
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Ⅲ 乗用型トラクターでは、このような事故が発生しています（続き）

事故の発生要因

○ ロータリーを上げたまま傾斜路を走行する等、重心が高い状態
への対応が不適切

被害軽減のヒント

○ 安全フレーム・安全キャブ装備機の使用

低速⾞マーク

○ 走行速度が不適切
○ 移動中にもかかわらず、左右独立のブレーキペダルを連結しな
いまま走行（高速で片ブレーキを踏む）

○ 夜間、後続車に見えにくい状態で公道を走行

○ シートベルトの着用

○ 昼間、交通量の少ない道を走行
低速車マークの装着
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Ⅳ 乗用型トラクター事故における被害軽減に向けて
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Ⅳ 乗用型トラクター事故における被害軽減に向けて（続き）

安全フレームを適切に使用し、
シートベルトを着用していれ
ば転落・転倒時に安全域にと
どまれる確率が高い

死亡事故や重傷事故を防ぐため、安全フレームの適
切な使用と、
シートベルト、ヘルメットの着用を徹底！！

講義を振り返り、農作業安全に関するそれぞれ
の取組目標（約束ごと）を定めてみましょう。ま
た、それを実践するようお願いします。

ヘルメットをしていれば頭部
損傷を軽減できる


